
教習所専用クラッチ 幻の発進らくらく仕様

ＢＭＷ伝統の乾式単板クラッチはモデルによって差はありますが一般的な湿式多板式より
クラッチミートに気を使います。１９６９年から採用されたクラッチプレートは高出力対応をメインに
考えられていたので先行モデルのＲ６９Ｓや後継モデルの１９８１年モデルより食い付きが強く、
また冷間時よりエンジンが充分温まってからの食い付きが激しいようです。渋滞路でのゴー・ストップでは
非常に気を使います。新シリーズの出力向上でクラッチ滑りを念頭にした材質選びだったと思われます。
その特徴で「ぺったんクラッチ」などと呼ぶオーナーもいます。

ドイツ国内では専用の運転練習コースがないので教官と路上で練習します。
苦情が多かったのだと想像するのですが１９７８年から登場したＲ６５／４５シリーズにはドライビング
スクール用のクラッチプレートの設定がありました。現品を見たことがないのですが後継モデルに採用された
ファイバー系のタイプを先行採用したものと思われます。ノーマルはメタル分の多いブレーキパッドのような
材質でしたが１９８１年以降のモデルでは半クラッチやシフト向上のためクッションプレートを組み込んだ
ファイバー系材質を採用しました。後にメタル系もファイバー系に変更されて「ぺったんクラッチ」は
解消されました。
材質変更で攻撃性も低くなり、素材自体も摩耗し難いのでとても経済的になりました。

Ｒ６５系のクラッチは専用設計で／５－７用より小径になっているため互換性はありません。

部品構成は兄貴分と同じ、大きさは異なる          教習者と判るよう目立つベストに教習所の文字


